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太
宰
府
の
文
化
財
465

こ
れ
は
、
平
成
21
(
２
０
０
９
)
年
に
西

鉄
二
日
市
駅
近
く
の
発
掘
調
査
(
大
宰
府

条
坊
跡
第
２
７
７
次
調
査
)
で
出
土
し
た

青
銅
製
の
匙
の
破
片
で
す
。
青
銅
は
、
銅
を

主
成
分
と
し
少
量
の
錫
を
含
む
合
金
で
、

こ
の
う
ち
錫
の
割
合
が
高
い
も
の
を
高
錫

青
銅
と
い
い
、
「
佐
波
理
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
以
前
も

本
紙
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

当
時
は
出
土
し
た
背
景
が
不
明
確
で
し

た
。そ
の
後
、
こ
の
匙
が
出
土
し
た
場
所
を

含
む
一
帯
は
古
代
の
役
所
大
宰
府
に
お
い

て
外
国
使
節
な
ど
が
滞
在
す
る
施
設
「
客

館
」
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
匙
は
、
客

館
で
の
食
事
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

出
土
し
た
場
所
の
近
く
に
は
井
戸
や
倉
庫

と
み
ら
れ
る
建
物
の
跡
も
あ
り
、
客
館
の

中
で
も
給
仕
に
関
わ
る
エ
リ
ア
で
あ
っ
た

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

匙
の
細
部
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
匙
面

と
柄
の
フ
チ
に
、
幅
０
.５
㎜
に
も
満
た
な

い
細
い
線
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
匙

面
の
根
元
か
ら
柄
に
続
く
部
分
や
、
断
面

が
長
方
形
の
柄
の
角
の
部
分
に
は
、
工
具

を
使
っ
て
表
面
を
削
っ
た
痕
跡
も
確
認
で

き
ま
す
。
破
片
の
た
め
全
長
７
.
６
㎝
と
手

の
ひ
ら
に
乗
る
程
度
の
大
き
さ
で
す
が
、

こ
の
匙
を
製
作
し
た
職
人
に
よ
る
丁
寧
な

手
仕
事
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

銅
は
柔
ら
か
く
加
工
し
や
す
い
金
属
で
す

が
、
錫
を
多
く
加
え
る
と
強
固
に
な
る
一

方
で
割
れ
や
す
く
加
工
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
薄
く
仕
上
げ
、
表
面
に
装
飾
を
施
す
作

業
は
難
易
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、
正
倉

院
に
類
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
匙

は
佐
波
理
を
作
る
高
い
技
術
を
も
っ
て
い

た
朝
鮮
半
島
の
新
羅
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
と
新
羅
の

交
流
を
示
す
資
料
で
あ
り
、
も
て
な
し
の

場
で
あ
っ
た
客
館
跡
を
象
徴
す
る
出
土
品

の
１
つ
で
す
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
市
文
化
財
課
で
は

市
内
出
土
品
を
中
心
に
文
化
財
の
三
次
元

デ
ー
タ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
を
始
め

ま
し
た
。
通
常
は
間
近
に
見
る
こ
と
が
難

し
い
文
化
財
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
か
ら
好
き
な
角
度
で
細
部
ま
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
佐
波
理
の

匙
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
紹
介

し
た
細
部
の
加
工
も
ぜ
ひ
見
て
み
て
く
だ

さ
い
。

文
化
財
課
　
　
遠
藤
　
茜

佐波理の匙の破片

客館跡（南から）

インターネットで公開している
佐波理の匙の三次元データ

佐
波
理
の
匙
(
ス
プ
ー
ン
)　
二

 
 
 

特
別
史
跡
大
宰
府
跡
(
客
館
跡
)出
土
　
奈
良
時
代 

 

太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！

（旧ツイッター）x

す
ず

こ
う 

す
ず

き
ゃ
く

か
ん

し
ら
　
ぎ

え
ん 

ど
う

あ
か
ね

※

現地一帯は平成26（２０１４）年10月６日に特別

史跡大宰府跡として追加指定され、現在は一次

整備を終えて令和２（2020）年４月から史跡広

場としてオープンしています。

○印は佐波理の匙が出土した場所です。

※

平
成
22
年
９
月
号
掲
載
の
太
宰
府
の
文
化
財
３
０
４

　
「
佐
波
理
の
匙(
ス
プ
ー
ン
)
」

文化財の三次元データを公開中

　市ホームページ（ページＩＤ30679）からもアクセ

スできます。太宰府市の三次元文化財について、ア

ンケートへの協力をお願いします。

　三次元データ共有サー

ビス「Sketchfab（スケッチ

ファブ）」太宰府市文化財

課公式ページで、市指定文

化財や関連資料の三次元

データを公開しています。

▼
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議会を傍聴して
みませんか

本会議は51人、委員会は12人ま
で傍聴できます。詳しくは議会事務
局までご確認ください。

定
例会は年に4回

令
和

5年第4回定例
会
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本会議
委員長報告・質疑

討論・採決

3月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです

春分の日

環境厚生
常任委員会

建設経済
常任委員会

総務文教
常任委員会

広報特別委員会も給食の試食会へ行きました。
保護者の負担軽減と、子どもたちの健やかな心身をはぐくむ給食になっていると思います。

1月10日から中学校完全給食が始まっています

さ

　
　
は
　
　
り

さ
じ
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定例会リポート定例会リポート12 月

○令和５年第４回定例会（令和5年12月1日～12月19日）　会期19日間

◆専決処分の報告について
　（市公用車による一般車両損傷事故の損害賠償の額の決定）《報告第13号》

○専決処分

◆特別委員会（史跡地活用調査研究特別委員会）の設置について《発議第３号》

○特別委員会の設置

◆財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について
⇒大佐野ダム上流の緑化保護地区内の土地を、26,575㎡（5,208万7千円）取得します。

令和５年度の買収実施による買収率は、48.5％です。《議案第48号》

○財産の取得

◆太宰府市共同利用施設の指定管理者の指定について
⇒太宰府市共同利用施設９か所の次期３年間の指定管理者を指定するものです。《議案第49号》

○指定管理者の指定

◆女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を要請する意見書
⇒1985年に我が国も批准した女性差別撤廃条約に関して、条約の実効性を高めるた
めの選択議定書の速やかな批准を政府に求めるものです。《意見書第６号》

◆地方財政の充実・強化に関する意見書
⇒2024年度の政府予算と地方財政の検討に当たっては、物価高騰等の多岐にわたる
重要課題への対応を勘案しながら歳入・歳出を的確に見積もり、地方一般財源の
適正な確保を政府に求めるものです。《意見書第7号》

◆教員不足解消のため定数増など抜本的な改善を求める意見書
⇒子ども達の学びを保障し、学校現場の疲弊と教員の多忙化を改善するよう、教員不

足解消のための定数増など抜本的な対策を福岡県に求めるものです。《意見書第
８号》

○意見書

◆太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条
例について
⇒人事院勧告に伴い条例の一部を改正するものです。《議案第50号》

◆太宰府市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正する条例について《議案第51号》

◆太宰府市歴史と文化の環境税条例の一部を改正する条例について
⇒適用期間の３年延長を行うために改定を行うものです。《議案第52号》

○条　例

◆「前年度・2022年度に『市民と議会の意見交換会』を2回開催した前例
を踏襲し、今年度・2023年度も11月19日開催分に続いて今年度・
2023年度中にもう1回の開催、もしくは令和6年第1回（3月）議会後の
2024年4月ないし5月での開催を求めること」に関する請願書
⇒『市民と議会の意見交換会』の複数回開催を求める請願です。《請願第２号》

◆「太宰府市政の根幹とされる市長のマニュフェスト、および四半期毎の
進捗評価、そして市長マニュフェストと総合戦略との関係性についての
合理的説明を太宰府市役所ホームページに掲載して、太宰府市民らに
情報公開することを求める」件に関する請願書
⇒第18回マニフェスト大賞エリア選抜（九州・沖縄エリア）に選ばれた楠田市長のマニフェスト
とその詳細について、市ホームページに公開することを求めるものです。《請願第３号》

○請　願

※予算は主なものを掲載しています。

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

戸籍住民基本台帳費 マイナンバーカードへの氏名ローマ字表記等対応　1,463万円1,803万1千円

特別支援学級運営費　380万円　学級増に伴う消耗品や備品の購入費です。

消耗図書　3,009万6千円　教科書の改訂に伴う購入費です。

教育総務費 2,163万5千円

小学校費

史跡水辺公園屋外プール改修事業　1,507万5千円
令和 6 年再開に向け改修を行うものです。

4,163万1千円

保健体育費 1,520万3千円

◆歳入・歳出それぞれ 5 億3,395万 4 千円を追加し、

　 総額は325億4,860万 3 千円になりました。

○令和５年度一般会計補正予算（第４号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

社会福祉費 エネルギー・食料品価格等高騰低所得世帯支援給付金給付事業費
非課税世帯へ１世帯あたり７万円を支給します。

6億1,051万7千円

◆歳入・歳出それぞれ 6 億1,051万 7 千円を追加し、

　 総額は331億5,912万円になりました。

○令和５年度一般会計補正予算（第５号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

総務管理費 職員給与費　人事院勧告や人事異動に伴うものです。212万5千円

◆歳入・歳出それぞれ212万 5 千円を追加し、

　 総額は14億4,949万 5 千円になりました。

○令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

総務管理費 地域密着型事業所指定システム使用料　33万円
システムのアップグレードに伴うものです。

50万3千円

◆保険事業勘定は歳入歳出ともに総額は59億5,299万 9 千円になりました。

◆介護サービス事業勘定は歳入歳出ともに総額は6,360万 9 千円になりました。

○令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

保険事業勘定

同　意同　意

可  決可  決

可  決可  決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

不 採 択不 採 択

不 採 択不 採 択
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消耗図書　3,009万6千円　教科書の改訂に伴う購入費です。

教育総務費 2,163万5千円

小学校費

史跡水辺公園屋外プール改修事業　1,507万5千円
令和 6 年再開に向け改修を行うものです。

4,163万1千円

保健体育費 1,520万3千円

◆歳入・歳出それぞれ 5 億3,395万 4 千円を追加し、

　 総額は325億4,860万 3 千円になりました。

○令和５年度一般会計補正予算（第４号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

社会福祉費 エネルギー・食料品価格等高騰低所得世帯支援給付金給付事業費
非課税世帯へ１世帯あたり７万円を支給します。

6億1,051万7千円

◆歳入・歳出それぞれ 6 億1,051万 7 千円を追加し、

　 総額は331億5,912万円になりました。

○令和５年度一般会計補正予算（第５号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

総務管理費 職員給与費　人事院勧告や人事異動に伴うものです。212万5千円

◆歳入・歳出それぞれ212万 5 千円を追加し、

　 総額は14億4,949万 5 千円になりました。

○令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

総務管理費 地域密着型事業所指定システム使用料　33万円
システムのアップグレードに伴うものです。

50万3千円

◆保険事業勘定は歳入歳出ともに総額は59億5,299万 9 千円になりました。

◆介護サービス事業勘定は歳入歳出ともに総額は6,360万 9 千円になりました。

○令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

保険事業勘定

同　意同　意

可  決可  決

可  決可  決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

不 採 択不 採 択

不 採 択不 採 択
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議
決
結
果
一
覧
表

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

総
合
計
画
と
い
え

ば
行
政
の
政
策
を

網
羅
す
る
法
定
計
画
で
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
、
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
作
成
し
、
市

民
と
行
政
が
共
有
す
る
、
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
行
動
指

針
と
い
う
性
格
を
持
つ
、
松

浦
市
の
よ
う
な「
公
共
計
画
」

も
あ
る
。

　
本
市
で
は
令
和
２
年
度
に

総
合
計
画
が
終
了
し
、
現
在

は
総
合
戦
略
に
も
と
づ
く
行

政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
公
共
計
画
」
策
定
を
視
野
に

２
点
伺
う
。

①
太
宰
府
市
総
合
戦
略
は
公

共
計
画
に
な
り
う
る
も
の

か
。

②
同
戦
略
終
了
後
の
新
計
画

の
策
定
準
備
は
進
ん
で
い

る
の
か
。

理
事
　
①
市
政
運

営
の
礎
と
し
て
い

る
総
合
戦
略
は
、
市
長
の

一
期
目
公
約
、
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
経
て
策
定
し
た
も
の
で

す
が
、
各
個
別
計
画
や
施

策
と
も
連
動
し
両
立
し
つ

つ
成
果
を
積
み
重
ね
て
き

て
い
ま
す
。

②
国
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

５
か
年
の
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略

を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
方
向
性
も
見
な
が

ら
、
総
合
戦
略
に
つ
い
て

は
令
和
６
年
度
に
ま
ず

し
っ
か
り
レ
ビ
ュ
ー
を
行

お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
令
和
３
年
４
月

時
点
で
通
院
費
の

助
成
対
象
を
高
校
生
ま
で

と
し
て
い
る
自
治
体
は
８

１
７
市
町
村
、
春
日
市
で

も
令
和
６
年
度
中
に
子
ど

も
医
療
費
を
無
償
化
す
る

予
定
で
、
県
内
で
は
、
嘉

麻
市
な
ど
計
４
自
治
体
で

令
和
６
年
４
月
か
ら
古
賀

市
も
加
わ
る
予
定
だ
が
、

本
市
で
は
、
０
歳
か
ら
３

歳
ま
で
無
料
と
な
っ
て
い

る
。
子
育
て
支
援
策
と
し

て
の
医
療
費
の
助
成
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

②
本
市
の
児
童
手
当
の
支
給

対
象
や
児
童
４
人
以
上
の

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
①
本
市
の

入
院
費
自
己
負
担

は
、
３
歳
か
ら
中
学
生
ま

で
１
医
療
機
関
当
た
り
日

額
５
０
０
円
、
月
額
で
７

日
上
限
の
３
,５
０
０
円
、

通
院
に
係
る
医
療
費
の
自

己
負
担
は
３
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
１
医
療
機
関
当
た

り
月
額
６
０
０
円
、
小
学

生
は
月
額
１
,２
０
０
円
、

中
学
生
は
月
額
１
,
６
０

０
円
と
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
医
療
費
は
、
基
本
的

に
国
・
県
で
全
国
一
律
に

対
応
が
と
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
強
く

要
望
し
つ
つ
、
他
自
治
体

の
状
況
を
み
な
が
ら
判
断

し
て
い
き
ま
す
。

②
児
童
手
当
は
中
学
校
修
了

前
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
児
が
４
人

い
る
場
合
と
き
ょ
う
だ
い

児
が
既
に
入
所
し
て
い
る

場
合
も
手
続
き
の
簡
略
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

Q

A

Q

A

全質問項目

◇松浦市の「公共計画」に学ぶ、新

たな総合計画の策定に向けて

◇「太宰府市総合戦略」におけるプ

ロジェクト管理について

全質問項目

◇子育て支援策について

◇竹林対策について

市
民
と
公
共
計
画
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か

木
村
　
彰
人  

議
員

き     

む

ら

あ

き    

と

問

更
な
る

子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

原
田
　
久
美
子  

議
員

は

ら    

だ

く       

み       

こ

問

案　件　名議案番号等 議決結果

専決処分の報告について（市公用車による一般車両損傷事故の損害賠償の額の決定）

財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について

太宰府市立共同利用施設の指定管理者の指定について

太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例について

太宰府市歴史と文化の環境税条例の一部を改正する条例について

太宰府市印鑑条例の一部を改正する条例について

令和5年度太宰府市一般会計補正予算（第4号）について

令和5年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）について

令和5年度太宰府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）について

令和5年度太宰府市水道事業会計補正予算（第2号）について

令和5年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第1号）について

太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

令和5年度太宰府市一般会計補正予算（第5号）について

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を要請する意見書

地方財政の充実・強化に関する意見書

教員不足解消のため定数増など抜本的な改善を求める意見書

特別委員会（史跡地活用調査研究特別委員会）の設置について

−

可決

可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報告第13号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

意見書第6号

意見書第7号

意見書第8号

発議第3号

12月定例会 全会一致で可決した議案

議案番号等

原案
可決

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち市民ネット 無会派

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

笠
利
　
　
毅

神
武
　
　
綾

馬
場
　
礼
子

木
村
　
彰
人

橋
本
　
　
健

長
谷
川
公
成

森
田
　
正
嗣

徳
永
　
洋
介

今
泉
　
義
文

門
田
　
直
樹

舩
越
　
隆
之

入
江
　
　
寿

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

　市民ネット：太宰府市民ネット　　市民の声：太宰府市民の声　　無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

議案第51号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

請願第2号 × × × × × × ※ × × × × × ○ ○ × × ○

不採択請願第3号 × × × × × × ※ × × × × × ○ × × × ○

不採択

12月定例会 賛否の分かれた議案

太宰府市行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

「前年度・2022年度に『市民と議会の意見交
換会』を2回開催した前例を踏襲し、今年度・
2023年度も11月19日開催分に続いて今
年度・2023年度中にもう1回の開催、もしく
は令和6年第1回（3月）議会後の2024年4
月ないし5月での開催を求めること」に関す
る請願書

「太宰府市政の根幹とされる市長マニュフェ
スト、および四半期毎の進捗評価、そして市
長マニュフェストと総合戦略との関係性につ
いての合理的説明を太宰府市役所ホームペ
ージに掲載して、太宰府市民らに情報公開す
ることを求める」件に関する請願書

健康保険証の存続を求める意見書採択についての陳情書

陳  　　　　情

環境厚生常任委員会に送付陳情第7号

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自粛を求める陳情
議会運営委員会、
総務文教常任委員会に送付

陳情第8号

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求める陳情 環境厚生常任委員会に送付陳情第9号

録画映像はこちら

録画映像はこちら

松浦市の計画の表紙
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議
決
結
果
一
覧
表

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

総
合
計
画
と
い
え

ば
行
政
の
政
策
を

網
羅
す
る
法
定
計
画
で
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
、
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
作
成
し
、
市

民
と
行
政
が
共
有
す
る
、
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
行
動
指

針
と
い
う
性
格
を
持
つ
、
松

浦
市
の
よ
う
な「
公
共
計
画
」

も
あ
る
。

　
本
市
で
は
令
和
２
年
度
に

総
合
計
画
が
終
了
し
、
現
在

は
総
合
戦
略
に
も
と
づ
く
行

政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
公
共
計
画
」
策
定
を
視
野
に

２
点
伺
う
。

①
太
宰
府
市
総
合
戦
略
は
公

共
計
画
に
な
り
う
る
も
の

か
。

②
同
戦
略
終
了
後
の
新
計
画

の
策
定
準
備
は
進
ん
で
い

る
の
か
。

理
事
　
①
市
政
運

営
の
礎
と
し
て
い

る
総
合
戦
略
は
、
市
長
の

一
期
目
公
約
、
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
経
て
策
定
し
た
も
の
で

す
が
、
各
個
別
計
画
や
施

策
と
も
連
動
し
両
立
し
つ

つ
成
果
を
積
み
重
ね
て
き

て
い
ま
す
。

②
国
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

５
か
年
の
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略

を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
方
向
性
も
見
な
が

ら
、
総
合
戦
略
に
つ
い
て

は
令
和
６
年
度
に
ま
ず

し
っ
か
り
レ
ビ
ュ
ー
を
行

お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
令
和
３
年
４
月

時
点
で
通
院
費
の

助
成
対
象
を
高
校
生
ま
で

と
し
て
い
る
自
治
体
は
８

１
７
市
町
村
、
春
日
市
で

も
令
和
６
年
度
中
に
子
ど

も
医
療
費
を
無
償
化
す
る

予
定
で
、
県
内
で
は
、
嘉

麻
市
な
ど
計
４
自
治
体
で

令
和
６
年
４
月
か
ら
古
賀

市
も
加
わ
る
予
定
だ
が
、

本
市
で
は
、
０
歳
か
ら
３

歳
ま
で
無
料
と
な
っ
て
い

る
。
子
育
て
支
援
策
と
し

て
の
医
療
費
の
助
成
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

②
本
市
の
児
童
手
当
の
支
給

対
象
や
児
童
４
人
以
上
の

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
①
本
市
の

入
院
費
自
己
負
担

は
、
３
歳
か
ら
中
学
生
ま

で
１
医
療
機
関
当
た
り
日

額
５
０
０
円
、
月
額
で
７

日
上
限
の
３
,５
０
０
円
、

通
院
に
係
る
医
療
費
の
自

己
負
担
は
３
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
１
医
療
機
関
当
た

り
月
額
６
０
０
円
、
小
学

生
は
月
額
１
,２
０
０
円
、

中
学
生
は
月
額
１
,
６
０

０
円
と
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
医
療
費
は
、
基
本
的

に
国
・
県
で
全
国
一
律
に

対
応
が
と
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
強
く

要
望
し
つ
つ
、
他
自
治
体

の
状
況
を
み
な
が
ら
判
断

し
て
い
き
ま
す
。

②
児
童
手
当
は
中
学
校
修
了

前
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
児
が
４
人

い
る
場
合
と
き
ょ
う
だ
い

児
が
既
に
入
所
し
て
い
る

場
合
も
手
続
き
の
簡
略
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

Q

A

Q

A

全質問項目

◇松浦市の「公共計画」に学ぶ、新

たな総合計画の策定に向けて

◇「太宰府市総合戦略」におけるプ

ロジェクト管理について

全質問項目

◇子育て支援策について

◇竹林対策について

市
民
と
公
共
計
画
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か

木
村
　
彰
人  

議
員

き     

む

ら

あ

き    

と

問

更
な
る

子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

原
田
　
久
美
子  

議
員

は

ら    

だ

く       

み       

こ

問

案　件　名議案番号等 議決結果

専決処分の報告について（市公用車による一般車両損傷事故の損害賠償の額の決定）

財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について

太宰府市立共同利用施設の指定管理者の指定について

太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例について

太宰府市歴史と文化の環境税条例の一部を改正する条例について

太宰府市印鑑条例の一部を改正する条例について

令和5年度太宰府市一般会計補正予算（第4号）について

令和5年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）について

令和5年度太宰府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について

令和5年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）について

令和5年度太宰府市水道事業会計補正予算（第2号）について

令和5年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第1号）について

太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

令和5年度太宰府市一般会計補正予算（第5号）について

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を要請する意見書

地方財政の充実・強化に関する意見書

教員不足解消のため定数増など抜本的な改善を求める意見書

特別委員会（史跡地活用調査研究特別委員会）の設置について

−

可決

可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報告第13号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

意見書第6号

意見書第7号

意見書第8号

発議第3号

12月定例会 全会一致で可決した議案

議案番号等

原案
可決

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち市民ネット 無会派

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

笠
利
　
　
毅

神
武
　
　
綾

馬
場
　
礼
子

木
村
　
彰
人

橋
本
　
　
健

長
谷
川
公
成

森
田
　
正
嗣

徳
永
　
洋
介

今
泉
　
義
文

門
田
　
直
樹

舩
越
　
隆
之

入
江
　
　
寿

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

　市民ネット：太宰府市民ネット　　市民の声：太宰府市民の声　　無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

議案第51号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

請願第2号 × × × × × × ※ × × × × × ○ ○ × × ○

不採択請願第3号 × × × × × × ※ × × × × × ○ × × × ○

不採択

12月定例会 賛否の分かれた議案

太宰府市行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

「前年度・2022年度に『市民と議会の意見交
換会』を2回開催した前例を踏襲し、今年度・
2023年度も11月19日開催分に続いて今
年度・2023年度中にもう1回の開催、もしく
は令和6年第1回（3月）議会後の2024年4
月ないし5月での開催を求めること」に関す
る請願書

「太宰府市政の根幹とされる市長マニュフェ
スト、および四半期毎の進捗評価、そして市
長マニュフェストと総合戦略との関係性につ
いての合理的説明を太宰府市役所ホームペ
ージに掲載して、太宰府市民らに情報公開す
ることを求める」件に関する請願書

健康保険証の存続を求める意見書採択についての陳情書

陳  　　　　情

環境厚生常任委員会に送付陳情第7号

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自粛を求める陳情
議会運営委員会、
総務文教常任委員会に送付

陳情第8号

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求める陳情 環境厚生常任委員会に送付陳情第9号

録画映像はこちら

録画映像はこちら

松浦市の計画の表紙
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

①
病
気
や
け
が
で

は
な
い
理
由
で
学

校
を
欠
席
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応
は
。

②
学
校
に
気
持
ち
が
向
か
な

い
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、

リ
モ
ー
ト
で
の
授
業
出
席

へ
の
対
応
は
。

③
学
校
行
事
が
苦
手
で
不
登

校
に
な
る
児
童
・
生
徒
へ

の
対
応
は
。

④
欠
席
が
増
え
る
こ
と
で
学

習
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
へ
の
対
応
は
。

理
事
　
①
福
岡
県

教
育
委
員
会
が
示

し
て
い
る
不
登
校
が
生
じ

な
い
よ
う
な
学
校
づ
く
り

「
福
岡
ア
ク
シ
ョ
ン
３
」を

参
考
に
不
登
校
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
太
宰
府
市
に
お
け
る
不
登

校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
の
っ
と
り
、
定
め
ら
れ

た
要
件
を
満
た
す
こ
と

で
、
自
宅
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を

活
用
し
た
学
習
を
行
う
こ

と
を
出
席
と
し
て
認
め
て

い
ま
す
。

③
児
童
・
生
徒
の
成
長
の
た

め
に
苦
手
な
こ
と
を
少
し

で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、

気
持
ち
を
考
え
つ
つ
、
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
前
述
の
太
宰
府
市
に
お
け

る
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

の
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
令
和
３
年
９
月

に
策
定
し
、児
童
・
生
徒
の

学
び
を
止
め
な
い
よ
う
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

①
介
護
保
険
給
付

費
支
払
準
備
基
金

に
つ
い
て
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
は
基
金
の

取
り
崩
し
を
行
い
介
護
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

②
支
援
事
業
の
現
状
に
つ
い

て
、
認
定
者
以
外
の
方
が

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
状
況
の
見
解
と
、
第

９
期
に
お
け
る
重
点
事
業

を
伺
う
。

部
長
　
①
本
市
の

人
口
の
将
来
予
測

で
は
、
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
と
保
険
給
付
費
は
、

今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
国
が
示

し
て
い
る
第
１
号
保
険
料

の
見
直
し
の
方
向
性
で
は
、

低
所
得
者
の
保
険
料
上
昇

を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の

方
針
を
踏
ま
え
、
本
市
で

も
基
金
の
活
用
も
念
頭
に

置
き
つ
つ
保
険
料
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
も
利
用
で
き
る
、
一

般
介
護
予
防
事
業
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
、
認
知
症
総
合
支
援

事
業
に
重
点
を
お
き
、
健

康
寿
命
の
延
伸
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
引
き
続
き
高
齢
者

に
寄
り
添
っ
た
地
域
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

本
市
は
令
和
２
年
、

太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
、
基
本
的
理

念
を
定
め
市
の
責
務
を
明
ら

か
に
し
、
相
談
体
制
の
充
実

を
定
め
る
こ
と
で
部
落
差
別

解
消
を
推
進
し
て
い
る
。
条

例
制
定
後
の
現
状
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
相
談
体
制
の
充
実
に
向
け

た
具
体
的
取
り
組
み
に
つ

い
て

②
教
育
及
び
啓
発
に
向
け
た

施
策
に
つ
い
て

③
部
落
差
別
の
実
態
調
査
で

分
か
っ
た
課
題
と
取
組
状

況
に
つ
い
て

部
長
　
①
隣
保
館

に
て
毎
月
２
回
、

就
労
や
健
康
等
の
相
談
事

業
を
実
施
し
、
内
容
に
よ

り
市
の
担
当
課
等
関
係
機

関
と
連
携
す
る
な
ど
相
談

体
制
づ
く
り
を
図
っ
て
い

ま
す
。

理
事
・
部
長
　
②
学
校
で
は
、

９
か
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及

び
人
権
に
視
点
を
あ
て
た

社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

策
定
し
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
学
校
の
研
修
で
は

全
教
員
が
人
権
教
育
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
校
内
で

人
権
教
育
実
践
交
流
会
を

し
て
い
ま
す
。

　
啓
発
と
し
て
は
、
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
の
７

月
に
講
演
会
を
開
催
し
、

８
月
~
12
月
に
は
「
人
権

講
座
ひ
ま
わ
り
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

部
長
　
③
就
労
形
態
で
は
正

規
職
員
の
割
合
が
低
い
課

題
が
見
え
、
関
係
機
関
と

連
携
し
問
題
解
決
に
取
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

持
続
可
能
な
地
域

共
生
社
会
を
目
指

す
本
市
の
役
割
と
責
務
に
つ

い
て
３
点
伺
う
。

①
地
域
公
共
交
通
の
改
革
に

関
し
て
、
市
の
見
解
は
。

②
地
域
共
生
社
会
の
醸
成
を

図
る
た
め
、「
高
齢
者
の
活

力
」
を
推
進
で
き
る
仕
組

み
作
り
が
重
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

③
現
役
世
代
へ
の
定
年
後
を

見
据
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
も

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
重

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

部
長
　
①
現
在
、

太
宰
府
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に

お
い
て
、
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
や
最
適
化
に
つ

い
て
議
論
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
既
存
の
交
通

手
段
を
活
用
す
る
方
法
を

模
索
し
、
対
応
で
き
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
デ
マ
ン

ド
交
通
な
ど
の
導
入
や
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

と
協
働
し
た
新
し
い
公
共

交
通
の
議
論
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
地
域
活
力
の
醸
成
に
は
高

齢
者
の
活
力
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
高
齢
者
の

方
が
培
っ
た
能
力
や
経
験

を
活
か
し
て
地
域
で
活
躍

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

③
現
役
の
時
期
か
ら
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

は
、
地
域
共
生
社
会
構
築

の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
地
域
で
活
躍
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

「
新
し
い
公
共
」と
い
う
観

点
か
ら
も
調
査
・
研
究
を

重
ね
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇部落差別の解消に向けた

取り組みについて

◇上下水道事業の課題解消

に向けた取り組みについて

◇欠席が増えてきている児童・生

徒の対応について

◇児童相談所と保護者及び関係機

関との関わり方について

全質問項目

◇持続可能な本市の更なる地域共

生社会を目指して

◇市民生活に直結する公共施設の

整備について

全質問項目

◇持続可能な介護保険制度の構築について

◇公共施設の指定管理者制度の運用について

◇思春期の子どもたちの豊かな成長を保障す

るために

全質問項目

欠
席
が
増
え
て
き
て
い
る

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は

長
谷
川
　
公
成  

議
員

は       

せ     

が

わ

こ

う

せ

い

問

介
護
保
険
制
度
を

持
続
可
能
に
す
る
た
め
に

神
武
　
　
綾  

議
員

こ

う

た

け

あ

や

問

部
落
差
別
解
消
に

向
け
た
取
組
は

徳
永
　
洋
介  

議
員

と

く

な

が

よ

う

す

け

問

持
続
可
能
な
地
域
共
生
社
会
を

目
指
す
本
市
の
役
割
と
責
務
と
は
何
か

堺
　
　
　
剛  

議
員

さ
か
い

つ
よ
し

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

①
病
気
や
け
が
で

は
な
い
理
由
で
学

校
を
欠
席
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応
は
。

②
学
校
に
気
持
ち
が
向
か
な

い
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、

リ
モ
ー
ト
で
の
授
業
出
席

へ
の
対
応
は
。

③
学
校
行
事
が
苦
手
で
不
登

校
に
な
る
児
童
・
生
徒
へ

の
対
応
は
。

④
欠
席
が
増
え
る
こ
と
で
学

習
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
へ
の
対
応
は
。

理
事
　
①
福
岡
県

教
育
委
員
会
が
示

し
て
い
る
不
登
校
が
生
じ

な
い
よ
う
な
学
校
づ
く
り

「
福
岡
ア
ク
シ
ョ
ン
３
」を

参
考
に
不
登
校
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
太
宰
府
市
に
お
け
る
不
登

校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
の
っ
と
り
、
定
め
ら
れ

た
要
件
を
満
た
す
こ
と

で
、
自
宅
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を

活
用
し
た
学
習
を
行
う
こ

と
を
出
席
と
し
て
認
め
て

い
ま
す
。

③
児
童
・
生
徒
の
成
長
の
た

め
に
苦
手
な
こ
と
を
少
し

で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、

気
持
ち
を
考
え
つ
つ
、
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
前
述
の
太
宰
府
市
に
お
け

る
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

の
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
令
和
３
年
９
月

に
策
定
し
、児
童
・
生
徒
の

学
び
を
止
め
な
い
よ
う
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

①
介
護
保
険
給
付

費
支
払
準
備
基
金

に
つ
い
て
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
は
基
金
の

取
り
崩
し
を
行
い
介
護
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

②
支
援
事
業
の
現
状
に
つ
い

て
、
認
定
者
以
外
の
方
が

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
状
況
の
見
解
と
、
第

９
期
に
お
け
る
重
点
事
業

を
伺
う
。

部
長
　
①
本
市
の

人
口
の
将
来
予
測

で
は
、
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
と
保
険
給
付
費
は
、

今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
国
が
示

し
て
い
る
第
１
号
保
険
料

の
見
直
し
の
方
向
性
で
は
、

低
所
得
者
の
保
険
料
上
昇

を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の

方
針
を
踏
ま
え
、
本
市
で

も
基
金
の
活
用
も
念
頭
に

置
き
つ
つ
保
険
料
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
も
利
用
で
き
る
、
一

般
介
護
予
防
事
業
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
、
認
知
症
総
合
支
援

事
業
に
重
点
を
お
き
、
健

康
寿
命
の
延
伸
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
引
き
続
き
高
齢
者

に
寄
り
添
っ
た
地
域
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

本
市
は
令
和
２
年
、

太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
、
基
本
的
理

念
を
定
め
市
の
責
務
を
明
ら

か
に
し
、
相
談
体
制
の
充
実

を
定
め
る
こ
と
で
部
落
差
別

解
消
を
推
進
し
て
い
る
。
条

例
制
定
後
の
現
状
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
相
談
体
制
の
充
実
に
向
け

た
具
体
的
取
り
組
み
に
つ

い
て

②
教
育
及
び
啓
発
に
向
け
た

施
策
に
つ
い
て

③
部
落
差
別
の
実
態
調
査
で

分
か
っ
た
課
題
と
取
組
状

況
に
つ
い
て

部
長
　
①
隣
保
館

に
て
毎
月
２
回
、

就
労
や
健
康
等
の
相
談
事

業
を
実
施
し
、
内
容
に
よ

り
市
の
担
当
課
等
関
係
機

関
と
連
携
す
る
な
ど
相
談

体
制
づ
く
り
を
図
っ
て
い

ま
す
。

理
事
・
部
長
　
②
学
校
で
は
、

９
か
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及

び
人
権
に
視
点
を
あ
て
た

社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

策
定
し
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
学
校
の
研
修
で
は

全
教
員
が
人
権
教
育
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
校
内
で

人
権
教
育
実
践
交
流
会
を

し
て
い
ま
す
。

　
啓
発
と
し
て
は
、
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
の
７

月
に
講
演
会
を
開
催
し
、

８
月
~
12
月
に
は
「
人
権

講
座
ひ
ま
わ
り
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

部
長
　
③
就
労
形
態
で
は
正

規
職
員
の
割
合
が
低
い
課

題
が
見
え
、
関
係
機
関
と

連
携
し
問
題
解
決
に
取
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

持
続
可
能
な
地
域

共
生
社
会
を
目
指

す
本
市
の
役
割
と
責
務
に
つ

い
て
３
点
伺
う
。

①
地
域
公
共
交
通
の
改
革
に

関
し
て
、
市
の
見
解
は
。

②
地
域
共
生
社
会
の
醸
成
を

図
る
た
め
、「
高
齢
者
の
活

力
」
を
推
進
で
き
る
仕
組

み
作
り
が
重
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

③
現
役
世
代
へ
の
定
年
後
を

見
据
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
も

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
重

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

部
長
　
①
現
在
、

太
宰
府
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に

お
い
て
、
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
や
最
適
化
に
つ

い
て
議
論
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
既
存
の
交
通

手
段
を
活
用
す
る
方
法
を

模
索
し
、
対
応
で
き
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
デ
マ
ン

ド
交
通
な
ど
の
導
入
や
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

と
協
働
し
た
新
し
い
公
共

交
通
の
議
論
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
地
域
活
力
の
醸
成
に
は
高

齢
者
の
活
力
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
高
齢
者
の

方
が
培
っ
た
能
力
や
経
験

を
活
か
し
て
地
域
で
活
躍

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

③
現
役
の
時
期
か
ら
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

は
、
地
域
共
生
社
会
構
築

の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
地
域
で
活
躍
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

「
新
し
い
公
共
」と
い
う
観

点
か
ら
も
調
査
・
研
究
を

重
ね
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇部落差別の解消に向けた

取り組みについて

◇上下水道事業の課題解消

に向けた取り組みについて

◇欠席が増えてきている児童・生

徒の対応について

◇児童相談所と保護者及び関係機

関との関わり方について

全質問項目

◇持続可能な本市の更なる地域共

生社会を目指して

◇市民生活に直結する公共施設の

整備について

全質問項目

◇持続可能な介護保険制度の構築について

◇公共施設の指定管理者制度の運用について

◇思春期の子どもたちの豊かな成長を保障す

るために

全質問項目

欠
席
が
増
え
て
き
て
い
る

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は

長
谷
川
　
公
成  

議
員

は       

せ     

が

わ

こ

う

せ

い

問

介
護
保
険
制
度
を

持
続
可
能
に
す
る
た
め
に

神
武
　
　
綾  

議
員

こ

う

た

け

あ

や

問

部
落
差
別
解
消
に

向
け
た
取
組
は

徳
永
　
洋
介  

議
員

と

く

な

が

よ

う

す

け

問

持
続
可
能
な
地
域
共
生
社
会
を

目
指
す
本
市
の
役
割
と
責
務
と
は
何
か

堺
　
　
　
剛  

議
員

さ
か
い

つ
よ
し

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

す
ぐ
や
る
課
の
元

祖
で
あ
る
松
戸
市

の
経
緯
を
踏
ま
え
３
点
伺
う
。

①
市
民
が
ど
ん
な
こ
と
で
困

り
、
何
を
ど
の
よ
う
に
望

ん
で
い
る
の
か
、
多
様
化

す
る
相
談
内
容
の
現
状
は
。

②
電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

直
接
来
庁
し
て
の
相
談
の

中
で
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
や
予
算
を
伴
う
案
件
を

各
部
署
が
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
対
応
し
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か
。

③
市
民
の
不
安
や
不
満
の
解

消
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
処
理
す
る
、
す
ぐ
や
る

課
の
新
設
を
提
案
す
る
が

市
長
の
見
解
は
。

理
事
　
①
相
談
を

受
け
た
場
合
そ
れ

ぞ
れ
の
所
管
部
署
で
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
適
宜

対
応
を
し
て
お
り
、
広
報

だ
ざ
い
ふ
に
お
い
て
行
政

に
よ
る
各
相
談
窓
口
や
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

各
種
専
門
家
に
よ
る
相
談

窓
口
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

②
市
が
対
応
で
き
る
こ
と
は

所
管
部
署
に
て
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
も
の
か
予
算
処

置
が
必
要
な
も
の
か
を
見

極
め
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
対
応
し
、
所
管

で
の
対
応
が
困
難
な
も
の

は
関
係
機
関
へ
連
絡
す
る

な
ど
丁
寧
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

③
市
長
を
始
め
職
員
と
も
ど

も
日
常
活
動
を
通
じ
て
、

毎
週
開
催
し
て
い
る
副
市

長
・
部
長
会
議
な
ど
で
情

報
共
有
を
し
、
広
聴
機
能

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
り

処
理
し
て
い
き
ま
す
。

第
18
回
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
大
賞
で
九
州
・

沖
縄
エ
リ
ア
か
ら
楠
田
市
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
同
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
さ
れ
た
。

「
有
権
者
の
声
を
市
政
に

直
に
反
映
さ
せ
る
た
め
」
と

始
ま
る
市
長
の
コ
メ
ン
ト
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

３
年
間
市
長
と
語
る
会
は
開

か
れ
て
お
ら
ず
、
オ
ー
プ
ン

な
場
で
声
を
届
け
る
場
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
市
民
か
ら

は
不
信
感
が
あ
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
５
点
伺
う
。
「
は

い
」
、
「
い
い
え
」
の
み
で
回

答
を
求
め
る
。

①
広
報「
だ
ざ
い
ふ
」に
は
市

長
の
写
真
が
多
す
ぎ
、
市

長
だ
よ
り
と
揶
揄
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
好
調
、

過
去
最
高
の
市
税
収
支
な

ど
が
よ
く
広
報
さ
れ
る
が
、

本
市
は
経
済
的
に
余
裕
が

あ
る
の
か
。

③
本
市
事
業
の
外
部
委
託
は

過
剰
に
思
え
る
が
適
切
か
。

④
旧
統
一
協
会
と
の
か
か
わ

り
に
問
題
は
な
い
か
。

⑤
市
長
が
と
る
責
任
と
は
、

市
民
に
大
き
な
損
失
が
起

き
た
と
き
に
、
市
長
が
判

断
し
て
行
動
を
と
る
と
い

う
意
味
か
。

市
長
　
そ
も
そ
も

問
い
の
導
入
や
設

定
が
一
面
的
で
す
が「
は
い
」、

「
い
い
え
」の
二
択
で
答
え
る

こ
と
は
市
民
の
声
へ
の
応
じ

方
と
し
て
は
な
じ
ま
ず
、ま
た

複
雑
な
政
治
・
行
政
問
題
の

画
一
化
・
矮
小
化
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
土
俵
に
は
の
り
ま
せ
ん
。

書
か
な
い
窓
口
に

つ
い
て
、
環
境
厚

生
常
任
委
員
会
と
し
て
先
進

地
で
あ
る
鹿
児
島
県
長
島
町

へ
視
察
に
行
っ
た
。
長
島
町

で
は
、
書
か
な
い
窓
口
の
総

事
業
費
が
約
２
,
５
０
０
万

円
で
、
財
源
は
令
和
３
年
度

補
正
予
算
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
さ
れ
て
い
た
。
住
民
情

報
に
つ
い
て
は
、
住
民
記
録

シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
連
携
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
申
請
時

の
書
き
損
じ
や
誤
り
等
が
な

い
た
め
、
事
務
効
率
の
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
。
手
続
の

時
間
短
縮
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
面
か
ら
、
本
市
へ
の
シ
ス

テ
ム
導
入
や
窓
口
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
の
見
解

を
伺
う
。

部
長
　
本
市
の
市

民
課
窓
口
業
務
の

現
状
と
し
て
、
各
種
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
転
入
届

時
の
業
務
統
合
な
ど
の
総
合

窓
口
の
導
入
に
よ
り
手
続
き

の
簡
素
化
を
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
お
く
や
み
の
際
の

窓
口
案
内
で
は
、
各
部
署
で

の
手
続
き
が
円
滑
に
な
る
よ

う
に
事
前
準
備
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
様
の
負
担
軽
減
に

努
め
て
い
ま
す
。
市
民
に
や

さ
し
い
窓
口
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
窓
口
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
「
書
か
な
い
・
待
た

な
い
・
回
ら
な
い
」
窓
口
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
組
に

つ
い
て
２
点
伺
う
。

①
公
共
施
設
の
設
備
点
検
や

保
守
管
理
等
の
業
務
に
つ

い
て
。

②
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

１
階
の
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
。

部
長
　
①
本
市
の

公
共
施
設
は
、
設

備
点
検
や
保
守
管
理
等
を

施
設
ご
と
に
様
々
な
方
法

で
行
っ
て
い
ま
す
。
市
役

所
本
庁
舎
の
よ
う
に
施
設

の
管
理
や
点
検
業
務
を
そ

れ
ぞ
れ
委
託
し
て
い
る
施

設
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
、
指
定
管
理
者
制
度
と

い
う
形
で
施
設
全
体
の
管

理
を
委
託
し
て
い
る
施
設

も
あ
り
ま
す
。

②
１
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

は
、
全
世
代
交
流
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
開
放
し
て
い
ま

す
。
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
拡

充
・
拡
大
は
、
こ
の
ス
ペ
ー

ス
に
限
ら
ず
市
全
体
と
し

て
要
望
も
多
く
解
決
し
て

い
く
べ
き
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

新
た
に
事
業
所
用
店
舗

と
し
て
活
用
し
た
い
と
い

う
事
業
所
が
あ
れ
ば
、
現

状
で
の
貸
付
け
を
基
本
と

し
て
、
ま
ず
は
使
用
料
金

等
を
含
め
て
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

施
設
全
体
の
更
新
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
中
期
的

な
活
用
と
し
て
、
自
治
会

や
校
区
自
治
協
議
会
、
各

分
野
の
団
体
な
ど
と
様
々

な
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
持
ち

寄
り
、
対
話
を
重
ね
、
役

割
分
担
し
、
課
題
解
決
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

Q

A

QA

Q

A

Q

A

全質問項目

◇書かない窓口について

◇中心市街地の活性化について

◇本市の新たな行政の取り組みに

ついて

全質問項目

◇公共施設マネジメントの取り組

みについて

全質問項目

◇市長は市民の声に誠実に対応できて

いるか

◇小中学校で医師の診断書提出が必

要な場合の家庭の負担を軽減したい

◇指定管理施設における本市の責任は

全質問項目

す
ぐ
や
る
課
の
新
設
を

橋
本
　
　
健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

市
長
は
市
民
の
声
に

こ
た
え
て
い
る
の
か

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

問

書
か
な
い
窓
口
の

実
施
導
入
に
向
け
て

舩
越
　
隆
之  

議
員

ふ

な

こ

し

た

か

ゆ

き

問

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
取
組
状
況
は

小
畠
　
真
由
美  

議
員

お     

ば

た

ま       

ゆ       

み

問
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

す
ぐ
や
る
課
の
元

祖
で
あ
る
松
戸
市

の
経
緯
を
踏
ま
え
３
点
伺
う
。

①
市
民
が
ど
ん
な
こ
と
で
困

り
、
何
を
ど
の
よ
う
に
望

ん
で
い
る
の
か
、
多
様
化

す
る
相
談
内
容
の
現
状
は
。

②
電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

直
接
来
庁
し
て
の
相
談
の

中
で
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
や
予
算
を
伴
う
案
件
を

各
部
署
が
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
対
応
し
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か
。

③
市
民
の
不
安
や
不
満
の
解

消
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
処
理
す
る
、
す
ぐ
や
る

課
の
新
設
を
提
案
す
る
が

市
長
の
見
解
は
。

理
事
　
①
相
談
を

受
け
た
場
合
そ
れ

ぞ
れ
の
所
管
部
署
で
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
適
宜

対
応
を
し
て
お
り
、
広
報

だ
ざ
い
ふ
に
お
い
て
行
政

に
よ
る
各
相
談
窓
口
や
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

各
種
専
門
家
に
よ
る
相
談

窓
口
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

②
市
が
対
応
で
き
る
こ
と
は

所
管
部
署
に
て
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
も
の
か
予
算
処

置
が
必
要
な
も
の
か
を
見

極
め
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
対
応
し
、
所
管

で
の
対
応
が
困
難
な
も
の

は
関
係
機
関
へ
連
絡
す
る

な
ど
丁
寧
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

③
市
長
を
始
め
職
員
と
も
ど

も
日
常
活
動
を
通
じ
て
、

毎
週
開
催
し
て
い
る
副
市

長
・
部
長
会
議
な
ど
で
情

報
共
有
を
し
、
広
聴
機
能

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
り

処
理
し
て
い
き
ま
す
。

第
18
回
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
大
賞
で
九
州
・

沖
縄
エ
リ
ア
か
ら
楠
田
市
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
同
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
さ
れ
た
。

「
有
権
者
の
声
を
市
政
に

直
に
反
映
さ
せ
る
た
め
」
と

始
ま
る
市
長
の
コ
メ
ン
ト
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

３
年
間
市
長
と
語
る
会
は
開

か
れ
て
お
ら
ず
、
オ
ー
プ
ン

な
場
で
声
を
届
け
る
場
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
市
民
か
ら

は
不
信
感
が
あ
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
５
点
伺
う
。
「
は

い
」
、
「
い
い
え
」
の
み
で
回

答
を
求
め
る
。

①
広
報「
だ
ざ
い
ふ
」に
は
市

長
の
写
真
が
多
す
ぎ
、
市

長
だ
よ
り
と
揶
揄
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
好
調
、

過
去
最
高
の
市
税
収
支
な

ど
が
よ
く
広
報
さ
れ
る
が
、

本
市
は
経
済
的
に
余
裕
が

あ
る
の
か
。

③
本
市
事
業
の
外
部
委
託
は

過
剰
に
思
え
る
が
適
切
か
。

④
旧
統
一
協
会
と
の
か
か
わ

り
に
問
題
は
な
い
か
。

⑤
市
長
が
と
る
責
任
と
は
、

市
民
に
大
き
な
損
失
が
起

き
た
と
き
に
、
市
長
が
判

断
し
て
行
動
を
と
る
と
い

う
意
味
か
。

市
長
　
そ
も
そ
も

問
い
の
導
入
や
設

定
が
一
面
的
で
す
が「
は
い
」、

「
い
い
え
」の
二
択
で
答
え
る

こ
と
は
市
民
の
声
へ
の
応
じ

方
と
し
て
は
な
じ
ま
ず
、ま
た

複
雑
な
政
治
・
行
政
問
題
の

画
一
化
・
矮
小
化
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
土
俵
に
は
の
り
ま
せ
ん
。

書
か
な
い
窓
口
に

つ
い
て
、
環
境
厚

生
常
任
委
員
会
と
し
て
先
進

地
で
あ
る
鹿
児
島
県
長
島
町

へ
視
察
に
行
っ
た
。
長
島
町

で
は
、
書
か
な
い
窓
口
の
総

事
業
費
が
約
２
,
５
０
０
万

円
で
、
財
源
は
令
和
３
年
度

補
正
予
算
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
さ
れ
て
い
た
。
住
民
情

報
に
つ
い
て
は
、
住
民
記
録

シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
連
携
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
申
請
時

の
書
き
損
じ
や
誤
り
等
が
な

い
た
め
、
事
務
効
率
の
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
。
手
続
の

時
間
短
縮
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
面
か
ら
、
本
市
へ
の
シ
ス

テ
ム
導
入
や
窓
口
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
の
見
解

を
伺
う
。

部
長
　
本
市
の
市

民
課
窓
口
業
務
の

現
状
と
し
て
、
各
種
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
転
入
届

時
の
業
務
統
合
な
ど
の
総
合

窓
口
の
導
入
に
よ
り
手
続
き

の
簡
素
化
を
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
お
く
や
み
の
際
の

窓
口
案
内
で
は
、
各
部
署
で

の
手
続
き
が
円
滑
に
な
る
よ

う
に
事
前
準
備
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
様
の
負
担
軽
減
に

努
め
て
い
ま
す
。
市
民
に
や

さ
し
い
窓
口
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
窓
口
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
「
書
か
な
い
・
待
た

な
い
・
回
ら
な
い
」
窓
口
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
組
に

つ
い
て
２
点
伺
う
。

①
公
共
施
設
の
設
備
点
検
や

保
守
管
理
等
の
業
務
に
つ

い
て
。

②
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

１
階
の
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
。

部
長
　
①
本
市
の

公
共
施
設
は
、
設

備
点
検
や
保
守
管
理
等
を

施
設
ご
と
に
様
々
な
方
法

で
行
っ
て
い
ま
す
。
市
役

所
本
庁
舎
の
よ
う
に
施
設

の
管
理
や
点
検
業
務
を
そ

れ
ぞ
れ
委
託
し
て
い
る
施

設
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
、
指
定
管
理
者
制
度
と

い
う
形
で
施
設
全
体
の
管

理
を
委
託
し
て
い
る
施
設

も
あ
り
ま
す
。

②
１
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

は
、
全
世
代
交
流
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
開
放
し
て
い
ま

す
。
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
拡

充
・
拡
大
は
、
こ
の
ス
ペ
ー

ス
に
限
ら
ず
市
全
体
と
し

て
要
望
も
多
く
解
決
し
て

い
く
べ
き
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

新
た
に
事
業
所
用
店
舗

と
し
て
活
用
し
た
い
と
い

う
事
業
所
が
あ
れ
ば
、
現

状
で
の
貸
付
け
を
基
本
と

し
て
、
ま
ず
は
使
用
料
金

等
を
含
め
て
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

施
設
全
体
の
更
新
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
中
期
的

な
活
用
と
し
て
、
自
治
会

や
校
区
自
治
協
議
会
、
各

分
野
の
団
体
な
ど
と
様
々

な
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
持
ち

寄
り
、
対
話
を
重
ね
、
役

割
分
担
し
、
課
題
解
決
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
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◇小中学校で医師の診断書提出が必

要な場合の家庭の負担を軽減したい

◇指定管理施設における本市の責任は

全質問項目

す
ぐ
や
る
課
の
新
設
を

橋
本
　
　
健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

市
長
は
市
民
の
声
に

こ
た
え
て
い
る
の
か

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

問

書
か
な
い
窓
口
の

実
施
導
入
に
向
け
て

舩
越
　
隆
之  
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員

ふ

な

こ

し
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か

ゆ
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問
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

①
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
事
業
の
現
状
は
。

②
現
状
の
体
制
で
親
の
サ
ポ
ー

ト
が
充
分
か
。

③
今
後
、
改
善
を
す
る
予
定

が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な

改
善
策
を
考
え
て
い
る
か
。

④
(1)
里
親
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
取
組
を
認
識
し
て
い
る

か
。

(2)
本
市
に
里
親
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
導
入
は
可
能
か
。

部
長
　
①
一
定
期

間
の
範
囲
内
で
児

童
の
養
育
支
援
を
行
う
事

業
と
し
て
、
本
市
で
は
大

刀
洗
に
あ
る
施
設
と
契
約

し
て
い
ま
す
。

②
子
育
て
支
援
課
に
て
、
預

け
先
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
て
お
り
、
保
護
者
が

適
切
な
支
援
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
応
じ
て
い
ま
す
。

③
現
在
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
の
預
か
り
対
象
を
２
歳

以
上
の
子
ど
も
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
２

歳
未
満
も
対
象
に
す
る
と

と
も
に
近
隣
の
委
託
先
の

開
拓
な
ど
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

④
(1)
保
護
者
の
病
気
や
仕
事
、

育
児
疲
れ
な
ど
様
々
な
理

由
に
よ
り
一
時
的
に
養
育

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に

里
親
が
最
長
７
日
間
の
範

囲
で
子
ど
も
を
預
か
る
制

度
で
、
通
学
等
の
日
常
生

活
も
送
れ
る
取
組
み
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

(2)
太
宰
府
市
の
登
録
世
帯
は

17
世
帯
で
、
そ
の
う
ち
５

世
帯
が
里
親
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
に
賛
同
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
県
内
の
導
入
自

治
体
が
少
な
い
た
め
、
今

後
調
査
研
究
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

①
本
市
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態

に
あ
る
か
。

②
住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
共

に
喜
び
を
分
か
ち
あ
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
が
大
事
で
あ
る
が
、
現

状
は
交
通
渋
滞
問
題
、
ご

み
や
騒
音
等
の
生
活
環
境

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
関

し
地
域
住
民
が
我
慢
し
、

ど
ん
な
考
え
や
思
い
を
抱

い
て
い
る
か
理
解
し
て
い

る
か
。

③
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
と
地
域

住
民
の
生
活
環
境
の
調
和

を
図
り
、
両
者
の
共
存
・

共
生
の
対
応
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
か
伺
う
。

部
長
　
①
令
和
５

年
５
月
コ
ロ
ナ
５

類
移
行
に
よ
り
、
国
内
観

光
客
が
増
え
た
う
え
、
訪

日
外
国
人
の
数
も
回
復
し

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

②
ご
み
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨

て
問
題
に
つ
い
て
要
望
を

い
た
だ
い
た
り
、
本
市
観

光
協
会
と
の
協
議
の
中
や
、

参
道
事
業
所
の
方
、
市
民

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く

機
会
も
あ
り
ま
す
。
市
民

意
識
調
査
の
結
果
、
交
通

環
境
の
向
上
に
つ
い
て
満

足
度
が
低
い
こ
と
か
ら
重

要
な
課
題
だ
と
捉
え
て
い

ま
す
。

③
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
を

財
源
に
年
末
年
始
の
交
通

誘
導
員
の
配
置
、
臨
時
駐

車
場
や
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
、
門
前
町
美
化
推
進
事

業
と
し
て
散
乱
ご
み
の
回

収
等
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
国
、
県
、

観
光
協
会
、交
通
事
業
者
、

地
域
関
係
の
皆
様
と
課
題

を
共
有
し
協
議
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
と
し
て

の
イ
ノ
シ
シ
へ
の

向
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
５

点
伺
う
。

①
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
現
状
に

つ
い
て
。

②
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
現

状
に
つ
い
て
。

③
イ
ノ
シ
シ
が
な
ぜ
都
市
部

へ
降
り
て
く
る
の
か
。

④
イ
ノ
シ
シ
の
都
市
部
移
動

で
起
き
る
問
題
は
何
か
。

⑤
イ
ノ
シ
シ
と
人
と
の
共
生

を
ど
う
図
る
か
。

部
長
　
①
令
和
４

年
度
の
被
害
面
積

は
60
ａ
、
被
害
金
額
は
51

万
７
千
円
で
す
。
人
的
被

害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
頭
数
を
減
ら
す
た
め
の
取

組
と
し
て
、
猟
友
会
等
と

連
携
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
捕

獲
用
の
箱
わ
な
を
約
１
０

０
箇
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

作
物
被
害
を
防
ぐ
対
策
と

し
て
、
侵
入
防
止
柵
を
設

置
す
る
た
め
の
補
助
金
も

あ
り
ま
す
。

③
生
活
ご
み
や
落
下
し
た
果

物
な
ど
か
ら
人
間
の
食
べ

物
の
味
を
覚
え
て
し
ま
っ

た
こ
と
や
、
本
来
警
戒
心

が
強
い
イ
ノ
シ
シ
が
人
に

慣
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
農
作
物
等
へ
の
被
害
、
生

活
ご
み
の
食
い
荒
ら
し
、

イ
ノ
シ
シ
の
衝
突
に
よ
る

人
的
被
害
な
ど
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

⑤
本
市
環
境
基
本
計
画
に
は
、

生
物
多
様
性
の
確
保
と
自

然
共
生
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
的
被

害
の
恐
れ
が
あ
る
イ
ノ
シ

シ
に
つ
い
て
は
駆
除
せ
ざ

る
を
得
ず
捕
獲
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

①
大
伴
旅
人
の
邸

宅
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
坂
本
八
幡
宮
や
「
万

葉
集
」「
梅
花
の
宴
」等
は
、

歴
史
的
文
化
遺
産
と
も
い

う
べ
き
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。
今
後
ど
う
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

②
本
市
が
「
万
葉
」の
中
心
と

な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
な
く
、
独
自
で
調
査
研

究
や
情
報
を
発
信
し
て
い

く
施
設
と
し
て(
仮
称
)万
葉

会
館
が
必
要
と
考
え
る
が

設
置
構
想
は
あ
る
か
。

理
事
　
①
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
令
和
の
都
と
し
て
飛
躍

を
遂
げ
る
た
め
に
邁
進
し

て
き
ま
し
た
。現
在
「
万
葉

集
」編
さ
ん
者
と
さ
れ
る
大

伴
家
持
ゆ
か
り
の
地
を
つ

な
ぎ
、
元
号
令
和
の
由
来

と
な
っ
た
「
梅
花
の
宴
」を

茶
会
形
式
で
再
現
す
る

「
令
和
の
万
葉
大
茶
会
」の

開
催
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
令
和
の
都
で

あ
る
と
い
う
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
推

し
進
め
、「
住
ま
う
人
も
訪

れ
る
人
も
共
に
慶
び
合
え

る
だ
ざ
い
ふ
」
を
目
指
し

ま
す
。

部
長
　
②
万
葉
に
対
す
る
市

民
へ
の
啓
発
や
観
光
の
お

も
て
な
し
に
つ
い
て
は
大

宰
府
展
示
館
を
核
と
し
て

展
開
し
て
い
ま
す
。
現
在

具
体
的
な
館
の
設
置
構
想

に
は
至
っ
て
ま
せ
ん
が
、

太
宰
府
館
、
大
宰
府
展
示

館
、
水
城
館
、
文
化
ふ
れ

あ
い
館
４
館
の
連
携
事
業

の
構
想
と
併
せ
て
さ
ら
に

調
査
研
究
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q

A

QA

QA

QA

全質問項目

◇イノシシへの向き合い方

について

◇子育て短期支援事業（ショートス

テイ事業）の現状について

◇情報格差をなくすためのスマホ

教室の拡充と市政情報の発信に

ついて

全質問項目

◇「令和」を活かしたまちづくり

について

◇プロスポーツチームとの連

携について

全質問項目

◇太宰府のオーバーツーリズムにつ

いて

◇太宰府天満宮参道の改修整備に

ついて

全質問項目

子
育
て
支
援
事
業

(シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
)の
現
状
は

馬
場
　
礼
子  

議
員

ば       

ば

れ

い     

こ

問

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

ど
う
対
応
す
る
か

入
江
　
　
寿  

議
員

い

り     

え

ひ
さ
し

問

被
害
が
増
え
つ
つ
あ
る

イ
ノ
シ
シ
へ
の
向
き
合
い
方
を
問
う

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問

「
令
和
」を
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
そ
う

陶
山
　
良
尚  

議
員

す    

や

ま

よ

し

ひ

さ

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

出没したイノシシ

「梅花の宴」 再現ジオラマ
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

①
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
事
業
の
現
状
は
。

②
現
状
の
体
制
で
親
の
サ
ポ
ー

ト
が
充
分
か
。

③
今
後
、
改
善
を
す
る
予
定

が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な

改
善
策
を
考
え
て
い
る
か
。

④
(1)
里
親
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
取
組
を
認
識
し
て
い
る

か
。

(2)
本
市
に
里
親
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
導
入
は
可
能
か
。

部
長
　
①
一
定
期

間
の
範
囲
内
で
児

童
の
養
育
支
援
を
行
う
事

業
と
し
て
、
本
市
で
は
大

刀
洗
に
あ
る
施
設
と
契
約

し
て
い
ま
す
。

②
子
育
て
支
援
課
に
て
、
預

け
先
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
て
お
り
、
保
護
者
が

適
切
な
支
援
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
応
じ
て
い
ま
す
。

③
現
在
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
の
預
か
り
対
象
を
２
歳

以
上
の
子
ど
も
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
２

歳
未
満
も
対
象
に
す
る
と

と
も
に
近
隣
の
委
託
先
の

開
拓
な
ど
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

④
(1)
保
護
者
の
病
気
や
仕
事
、

育
児
疲
れ
な
ど
様
々
な
理

由
に
よ
り
一
時
的
に
養
育

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に

里
親
が
最
長
７
日
間
の
範

囲
で
子
ど
も
を
預
か
る
制

度
で
、
通
学
等
の
日
常
生

活
も
送
れ
る
取
組
み
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

(2)
太
宰
府
市
の
登
録
世
帯
は

17
世
帯
で
、
そ
の
う
ち
５

世
帯
が
里
親
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
に
賛
同
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
県
内
の
導
入
自

治
体
が
少
な
い
た
め
、
今

後
調
査
研
究
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

①
本
市
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態

に
あ
る
か
。

②
住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
共

に
喜
び
を
分
か
ち
あ
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
が
大
事
で
あ
る
が
、
現

状
は
交
通
渋
滞
問
題
、
ご

み
や
騒
音
等
の
生
活
環
境

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
関

し
地
域
住
民
が
我
慢
し
、

ど
ん
な
考
え
や
思
い
を
抱

い
て
い
る
か
理
解
し
て
い

る
か
。

③
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
と
地
域

住
民
の
生
活
環
境
の
調
和

を
図
り
、
両
者
の
共
存
・

共
生
の
対
応
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
か
伺
う
。

部
長
　
①
令
和
５

年
５
月
コ
ロ
ナ
５

類
移
行
に
よ
り
、
国
内
観

光
客
が
増
え
た
う
え
、
訪

日
外
国
人
の
数
も
回
復
し

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

②
ご
み
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨

て
問
題
に
つ
い
て
要
望
を

い
た
だ
い
た
り
、
本
市
観

光
協
会
と
の
協
議
の
中
や
、

参
道
事
業
所
の
方
、
市
民

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く

機
会
も
あ
り
ま
す
。
市
民

意
識
調
査
の
結
果
、
交
通

環
境
の
向
上
に
つ
い
て
満

足
度
が
低
い
こ
と
か
ら
重

要
な
課
題
だ
と
捉
え
て
い

ま
す
。

③
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
を

財
源
に
年
末
年
始
の
交
通

誘
導
員
の
配
置
、
臨
時
駐

車
場
や
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
、
門
前
町
美
化
推
進
事

業
と
し
て
散
乱
ご
み
の
回

収
等
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
国
、
県
、

観
光
協
会
、交
通
事
業
者
、

地
域
関
係
の
皆
様
と
課
題

を
共
有
し
協
議
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
と
し
て

の
イ
ノ
シ
シ
へ
の

向
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
５

点
伺
う
。

①
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
現
状
に

つ
い
て
。

②
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
現

状
に
つ
い
て
。

③
イ
ノ
シ
シ
が
な
ぜ
都
市
部

へ
降
り
て
く
る
の
か
。

④
イ
ノ
シ
シ
の
都
市
部
移
動

で
起
き
る
問
題
は
何
か
。

⑤
イ
ノ
シ
シ
と
人
と
の
共
生

を
ど
う
図
る
か
。

部
長
　
①
令
和
４

年
度
の
被
害
面
積

は
60
ａ
、
被
害
金
額
は
51

万
７
千
円
で
す
。
人
的
被

害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
頭
数
を
減
ら
す
た
め
の
取

組
と
し
て
、
猟
友
会
等
と

連
携
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
捕

獲
用
の
箱
わ
な
を
約
１
０

０
箇
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

作
物
被
害
を
防
ぐ
対
策
と

し
て
、
侵
入
防
止
柵
を
設

置
す
る
た
め
の
補
助
金
も

あ
り
ま
す
。

③
生
活
ご
み
や
落
下
し
た
果

物
な
ど
か
ら
人
間
の
食
べ

物
の
味
を
覚
え
て
し
ま
っ

た
こ
と
や
、
本
来
警
戒
心

が
強
い
イ
ノ
シ
シ
が
人
に

慣
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
農
作
物
等
へ
の
被
害
、
生

活
ご
み
の
食
い
荒
ら
し
、

イ
ノ
シ
シ
の
衝
突
に
よ
る

人
的
被
害
な
ど
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

⑤
本
市
環
境
基
本
計
画
に
は
、

生
物
多
様
性
の
確
保
と
自

然
共
生
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
的
被

害
の
恐
れ
が
あ
る
イ
ノ
シ

シ
に
つ
い
て
は
駆
除
せ
ざ

る
を
得
ず
捕
獲
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

①
大
伴
旅
人
の
邸

宅
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
坂
本
八
幡
宮
や
「
万

葉
集
」「
梅
花
の
宴
」等
は
、

歴
史
的
文
化
遺
産
と
も
い

う
べ
き
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。
今
後
ど
う
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

②
本
市
が
「
万
葉
」の
中
心
と

な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
な
く
、
独
自
で
調
査
研

究
や
情
報
を
発
信
し
て
い

く
施
設
と
し
て(
仮
称
)万
葉

会
館
が
必
要
と
考
え
る
が

設
置
構
想
は
あ
る
か
。

理
事
　
①
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
令
和
の
都
と
し
て
飛
躍

を
遂
げ
る
た
め
に
邁
進
し

て
き
ま
し
た
。現
在
「
万
葉

集
」編
さ
ん
者
と
さ
れ
る
大

伴
家
持
ゆ
か
り
の
地
を
つ

な
ぎ
、
元
号
令
和
の
由
来

と
な
っ
た
「
梅
花
の
宴
」を

茶
会
形
式
で
再
現
す
る

「
令
和
の
万
葉
大
茶
会
」の

開
催
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
令
和
の
都
で

あ
る
と
い
う
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
推

し
進
め
、「
住
ま
う
人
も
訪

れ
る
人
も
共
に
慶
び
合
え

る
だ
ざ
い
ふ
」
を
目
指
し

ま
す
。

部
長
　
②
万
葉
に
対
す
る
市

民
へ
の
啓
発
や
観
光
の
お

も
て
な
し
に
つ
い
て
は
大

宰
府
展
示
館
を
核
と
し
て

展
開
し
て
い
ま
す
。
現
在

具
体
的
な
館
の
設
置
構
想

に
は
至
っ
て
ま
せ
ん
が
、

太
宰
府
館
、
大
宰
府
展
示

館
、
水
城
館
、
文
化
ふ
れ

あ
い
館
４
館
の
連
携
事
業

の
構
想
と
併
せ
て
さ
ら
に

調
査
研
究
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q

A

QA

QA

QA

全質問項目

◇イノシシへの向き合い方

について

◇子育て短期支援事業（ショートス

テイ事業）の現状について

◇情報格差をなくすためのスマホ

教室の拡充と市政情報の発信に

ついて

全質問項目

◇「令和」を活かしたまちづくり

について

◇プロスポーツチームとの連

携について

全質問項目

◇太宰府のオーバーツーリズムにつ

いて

◇太宰府天満宮参道の改修整備に

ついて

全質問項目

子
育
て
支
援
事
業

(シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
)の
現
状
は

馬
場
　
礼
子  

議
員

ば       

ば

れ

い     

こ

問

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

ど
う
対
応
す
る
か

入
江
　
　
寿  

議
員

い

り     

え

ひ
さ
し

問

被
害
が
増
え
つ
つ
あ
る

イ
ノ
シ
シ
へ
の
向
き
合
い
方
を
問
う

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問

「
令
和
」を
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
そ
う

陶
山
　
良
尚  

議
員

す    

や

ま

よ

し

ひ

さ

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

出没したイノシシ

「梅花の宴」 再現ジオラマ
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

行
政
視
察
報
告

市
は
、気
候
非
常
事

態
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
し
、地
球
規
模

の
責
任
と
貢
献
を
誓
っ
た
こ

と
は
評
価
し
て
い
る
が
、世
界

に
冠
た
る
都
に
ふ
さ
わ
し
い

具
体
的
な
努
力
を
要
望
す
る
。

市
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
事
務
事
業
編
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
に
関
し
て
今
年

ど
の
よ
う
な
気
候
変
動
対

策
を
行
っ
て
お
り
、
来
年

は
ど
の
よ
う
な
予
定
を
計

画
し
、
そ
の
計
画
の
進
捗

状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
公

表
し
て
い
る
の
か
。

②
区
域
施
策
編
に
示
さ
れ
て

い
る
市
の
緩
和
策
に
つ
い

て
、補
助
金
な
ど
の
利
用

状
況
や
さ
ら
な
る
緩
和
策

の
推
進
に
つ
い
て
は
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
大
限
の
導
入
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
や
組
織
の

設
置
を
進
め
て
い
る
の
か
。

部
長
　
①
公
共
施

設
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
行
っ
て
お
り
、
来

年
度
以
降
も
引
き
続
き
進

め
る
と
と
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
な

ど
包
括
的
に
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
計
画
の
進
捗

は
第
四
次
太
宰
府
市
環
境

基
本
計
画
の
令
和
３
年
度

実
施
報
告
書
、成
果
指
標
で

項
目
と
し
て
重
複
す
る
部

分
が
あ
る
た
め
、
併
せ
て

公
表
し
て
い
ま
す
。

②
令
和
３
年
度
か
ら
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
補
助
金
と

し
て
、
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス(
Ｚ
Ｅ

Ｈ
)
や
戸
建
住
宅
用
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
、
蓄
電
池
設
備
の
導
入

や
次
世
代
自
動
車
の
購
入

に
対
す
る
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
緩
和
策
と

し
て
行
っ
て
い
る
取
組
は
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐

車
場
の
利
用
推
進
、
ま
ほ

ろ
ば
号
の
市
内
巡
回
、
一

人
ひ
と
り
ご
み
減
量
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
ご
み
減
量
推
進
に

関
す
る
情
報
の
発
信
啓
発

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

③
補
助
金
は
、
太
陽
光
発
電

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
地
域
内
消

費
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
検
討
組
織
と
し
て
は

環
境
基
本
計
画
推
進
委
員

会
の
活
用
も
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
の

西
鉄
バ
ス
の
ダ
イ

ヤ
改
正
に
よ
り
、
本
市
で
は

星
ケ
丘
線
が
太
宰
府
高
校
を

境
に
分
割
さ
れ
た
。

改
正
後
は
、バ
ス
代
が
さ
ら

に
か
さ
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
声
、利
便
性
の
低
下
を
憂
う

声
も
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

西
鉄
も
収
支
を
考
慮
し
つ

つ
、
運
転
手
不
足
や
残
業
規

制
の
強
化
も
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
行
政
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
た
め
２
点
伺
う
。

①
西
鉄
と
本
市
と
の
協
議
に

つ
い
て

②
ま
ほ
ろ
ば
号
で
路
線
分
割

を
カ
バ
ー
で
き
な
い
の
か

部
長
　
①
今
回
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
４
月

に
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
改
正
は
事
業
者

の
権
限
に
な
り
ま
す
が
、

本
市
か
ら
は
現
状
維
持
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
に
不
便
と
な
ら
な

い
よ
う
特
段
の
配
慮
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。

②
近
く
を
ま
ほ
ろ
ば
号
高
雄

周
り
が
通
っ
て
い
ま
す
の

で
、可
能
な
方
は
ぜ
ひ
高
雄

周
り
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
ほ
ろ
ば
号
の
路
線
変

更
を
伴
う
対
応
と
な
る
と
、

既
存
路
線
と
の
調
整
、
市

域
全
体
の
交
通
の
中
で
も

考
え
る
必
要
が
あ
り
、
今

後
も
情
報
収
集
、
調
査
研

究
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

Q

A

◇気候非常事態ゼロカーボ

ンシティ宣言のその後に

ついて

全質問項目

◇公共交通機関の充実について

◇防犯のための街灯整備について

全質問項目

気
候
非
常
事
態
に

ど
う
取
り
組
む
の
か

笠
利
　
　
毅  

議
員

か

さ    

り

つ
よ
し

問

バ
ス
路
線
変
更
に

ど
う
対
処
す
る
の
か

今
泉
　
義
文  

議
員

い

ま  

い
ず
み

よ

し

ふ

み

問
日　程：令和5年10月11日（水）～10月13日（金）

●茅ヶ崎市バリアフリー基本構想について／神奈川県茅ヶ崎市（10月11日）

バリアフリーの「ハード面」の整備と同様に、「ソフト面」となる「こころ

のバリアフリー」を構想に盛り込んだ部分が先駆的です。現在、策定中

の本市の構想にも取り入れたい取り組みです。

●横須賀市観光戦略について／神奈川県横須賀市（10月12日）

市内の観光スポットをルートで結び、市内全体をミュージアムとして

捉える「よこすかルートミュージアム」を中心に、観光戦略を展開してい

ます。本市における観光スポットの回遊性を高めるためのヒントになる

と考えます。

●海老名市住みよいまちづくり条例について／神奈川県海老名市（10月13日）

来るべき超高齢化と人口減少に備えて、「住みたい、住み続けたいまち」を目指す海老名市は、海老名

市独自のルールである「市民参画によるまちづくり」の要素を付加した条例を制定・施行しました。これか

らの持続可能なまちづくりを進める本市も参考にしたい取り組みです。

建設経済常任委員会

日　程：令和5年10月19日（木）～10月20日（金）

●書かない窓口について／鹿児島県長島町（10月19日）

令和5年3月24日から鹿児島県長島町で「書かない窓口」のサービ

スが、九州初として始まりました。住民票や印鑑証明書発行などの手

続きにかかる時間の短縮と届出書記入の負担軽減は、本市でも参考

になるため視察してきました。

●すこやか子育て交流館（りぼんかん）について／鹿児島県鹿児島市（10月20日）

近年の少子化、核家族化の進行や共稼ぎ世帯の増加に伴う近隣との人間関係の希薄化により、子

育て中の親が、気軽に相談できる相手や仲間が身近にいないなど、家庭や地域における子育て支援機

能の低下が問題となっています。子育て中の親の不安感や負担感を軽減するとともに、子育て家庭や団

体等の活動をさまざまな角度からサポートする総合的な子育て支援の拠点として整備された「すこやか

子育て交流館（りぼんかん）」を視察してきました。

環境厚生常任委員会

日　程：令和5年11月1日（水）～11月2日（木）

●川西地区自主防災会について／香川県丸亀市（11月1日）

丸亀市連合自治会長が、自主防災の必要性を痛感し、地域おこし

の『機関車』（牽引していく原動力）として地道な活動により大きな自主

防災組織を築くまでになった経緯を詳細に伺ってきました。

●スマートシティたかまつ推進プランについて／香川県高松市（11月2日）

市民全員がデジタル技術を活用でき、社会全体でDX
※
を進めることで、誰もがどこからでも利便性を

享受できるスマートシティたかまつの実現を目指し「デジタル改革宣言」をした都市です。市が独自で積

み上げているシステム、民間でできたパッケージサービスを契約して市民が使えるようにするもの、デジタ

ルデバイドの対応策など伺い参考にしていきます。
※DX（デジタルトランスフォーメーション）とはデジタル技術を活用して、人々の生活をより良いものへと変更すること。

総務文教常任委員会

行政視察報告

録画映像はこちら

録画映像はこちら

高松市

りぼんかん

茅ヶ崎市
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

行
政
視
察
報
告

市
は
、気
候
非
常
事

態
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
し
、地
球
規
模

の
責
任
と
貢
献
を
誓
っ
た
こ

と
は
評
価
し
て
い
る
が
、世
界

に
冠
た
る
都
に
ふ
さ
わ
し
い

具
体
的
な
努
力
を
要
望
す
る
。

市
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
事
務
事
業
編
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
に
関
し
て
今
年

ど
の
よ
う
な
気
候
変
動
対

策
を
行
っ
て
お
り
、
来
年

は
ど
の
よ
う
な
予
定
を
計

画
し
、
そ
の
計
画
の
進
捗

状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
公

表
し
て
い
る
の
か
。

②
区
域
施
策
編
に
示
さ
れ
て

い
る
市
の
緩
和
策
に
つ
い

て
、補
助
金
な
ど
の
利
用

状
況
や
さ
ら
な
る
緩
和
策

の
推
進
に
つ
い
て
は
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
大
限
の
導
入
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
や
組
織
の

設
置
を
進
め
て
い
る
の
か
。

部
長
　
①
公
共
施

設
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
行
っ
て
お
り
、
来

年
度
以
降
も
引
き
続
き
進

め
る
と
と
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
な

ど
包
括
的
に
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
計
画
の
進
捗

は
第
四
次
太
宰
府
市
環
境

基
本
計
画
の
令
和
３
年
度

実
施
報
告
書
、成
果
指
標
で

項
目
と
し
て
重
複
す
る
部

分
が
あ
る
た
め
、
併
せ
て

公
表
し
て
い
ま
す
。

②
令
和
３
年
度
か
ら
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
補
助
金
と

し
て
、
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス(
Ｚ
Ｅ

Ｈ
)
や
戸
建
住
宅
用
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
、
蓄
電
池
設
備
の
導
入

や
次
世
代
自
動
車
の
購
入

に
対
す
る
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
緩
和
策
と

し
て
行
っ
て
い
る
取
組
は
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐

車
場
の
利
用
推
進
、
ま
ほ

ろ
ば
号
の
市
内
巡
回
、
一

人
ひ
と
り
ご
み
減
量
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
ご
み
減
量
推
進
に

関
す
る
情
報
の
発
信
啓
発

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

③
補
助
金
は
、
太
陽
光
発
電

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
地
域
内
消

費
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
検
討
組
織
と
し
て
は

環
境
基
本
計
画
推
進
委
員

会
の
活
用
も
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
の

西
鉄
バ
ス
の
ダ
イ

ヤ
改
正
に
よ
り
、
本
市
で
は

星
ケ
丘
線
が
太
宰
府
高
校
を

境
に
分
割
さ
れ
た
。

改
正
後
は
、バ
ス
代
が
さ
ら

に
か
さ
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
声
、利
便
性
の
低
下
を
憂
う

声
も
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

西
鉄
も
収
支
を
考
慮
し
つ

つ
、
運
転
手
不
足
や
残
業
規

制
の
強
化
も
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
行
政
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
た
め
２
点
伺
う
。

①
西
鉄
と
本
市
と
の
協
議
に

つ
い
て

②
ま
ほ
ろ
ば
号
で
路
線
分
割

を
カ
バ
ー
で
き
な
い
の
か

部
長
　
①
今
回
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
４
月

に
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
改
正
は
事
業
者

の
権
限
に
な
り
ま
す
が
、

本
市
か
ら
は
現
状
維
持
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
に
不
便
と
な
ら
な

い
よ
う
特
段
の
配
慮
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。

②
近
く
を
ま
ほ
ろ
ば
号
高
雄

周
り
が
通
っ
て
い
ま
す
の

で
、可
能
な
方
は
ぜ
ひ
高
雄

周
り
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
ほ
ろ
ば
号
の
路
線
変

更
を
伴
う
対
応
と
な
る
と
、

既
存
路
線
と
の
調
整
、
市

域
全
体
の
交
通
の
中
で
も

考
え
る
必
要
が
あ
り
、
今

後
も
情
報
収
集
、
調
査
研

究
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

A

Q

A

◇気候非常事態ゼロカーボ

ンシティ宣言のその後に

ついて

全質問項目

◇公共交通機関の充実について

◇防犯のための街灯整備について

全質問項目

気
候
非
常
事
態
に

ど
う
取
り
組
む
の
か

笠
利
　
　
毅  

議
員

か

さ    

り

つ
よ
し

問

バ
ス
路
線
変
更
に

ど
う
対
処
す
る
の
か

今
泉
　
義
文  

議
員

い

ま  

い
ず
み

よ

し

ふ

み

問
日　程：令和5年10月11日（水）～10月13日（金）

●茅ヶ崎市バリアフリー基本構想について／神奈川県茅ヶ崎市（10月11日）

バリアフリーの「ハード面」の整備と同様に、「ソフト面」となる「こころ

のバリアフリー」を構想に盛り込んだ部分が先駆的です。現在、策定中

の本市の構想にも取り入れたい取り組みです。

●横須賀市観光戦略について／神奈川県横須賀市（10月12日）

市内の観光スポットをルートで結び、市内全体をミュージアムとして

捉える「よこすかルートミュージアム」を中心に、観光戦略を展開してい

ます。本市における観光スポットの回遊性を高めるためのヒントになる

と考えます。

●海老名市住みよいまちづくり条例について／神奈川県海老名市（10月13日）

来るべき超高齢化と人口減少に備えて、「住みたい、住み続けたいまち」を目指す海老名市は、海老名

市独自のルールである「市民参画によるまちづくり」の要素を付加した条例を制定・施行しました。これか

らの持続可能なまちづくりを進める本市も参考にしたい取り組みです。

建設経済常任委員会

日　程：令和5年10月19日（木）～10月20日（金）

●書かない窓口について／鹿児島県長島町（10月19日）

令和5年3月24日から鹿児島県長島町で「書かない窓口」のサービ

スが、九州初として始まりました。住民票や印鑑証明書発行などの手

続きにかかる時間の短縮と届出書記入の負担軽減は、本市でも参考

になるため視察してきました。

●すこやか子育て交流館（りぼんかん）について／鹿児島県鹿児島市（10月20日）

近年の少子化、核家族化の進行や共稼ぎ世帯の増加に伴う近隣との人間関係の希薄化により、子

育て中の親が、気軽に相談できる相手や仲間が身近にいないなど、家庭や地域における子育て支援機

能の低下が問題となっています。子育て中の親の不安感や負担感を軽減するとともに、子育て家庭や団

体等の活動をさまざまな角度からサポートする総合的な子育て支援の拠点として整備された「すこやか

子育て交流館（りぼんかん）」を視察してきました。

環境厚生常任委員会

日　程：令和5年11月1日（水）～11月2日（木）

●川西地区自主防災会について／香川県丸亀市（11月1日）

丸亀市連合自治会長が、自主防災の必要性を痛感し、地域おこし

の『機関車』（牽引していく原動力）として地道な活動により大きな自主

防災組織を築くまでになった経緯を詳細に伺ってきました。

●スマートシティたかまつ推進プランについて／香川県高松市（11月2日）

市民全員がデジタル技術を活用でき、社会全体でDX
※
を進めることで、誰もがどこからでも利便性を

享受できるスマートシティたかまつの実現を目指し「デジタル改革宣言」をした都市です。市が独自で積

み上げているシステム、民間でできたパッケージサービスを契約して市民が使えるようにするもの、デジタ

ルデバイドの対応策など伺い参考にしていきます。
※DX（デジタルトランスフォーメーション）とはデジタル技術を活用して、人々の生活をより良いものへと変更すること。

総務文教常任委員会

行政視察報告

録画映像はこちら

録画映像はこちら

高松市

りぼんかん

茅ヶ崎市
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議会だより
合併号
議会だよりは

33ページ以降に
掲載しています。
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がスタート

みんなで一緒に食べました!!

中学校完全給食

念
願
で
あ
り
ま
し
た
中
学
校

完
全
給
食
が
い
よ
い
よ
１
月
10

日
よ
り
開
始
致
し
ま
し
た
。
そ
の

瞬
間
に
立
ち
会
え
、
市
長
そ
し

て
政
治
家
冥
利
に
尽
き
ま
す
。

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
の

栄
養
価
や
子
育
て
世
代
の
負
担

軽
減
な
ど
を
考
え
、
優
先
順
位

を
高
く
置
い
て
き
ま
し
た
の
で
、

ま
さ
し
く
感
慨
無
量
で
し
た
。

長
年
是
非
が
議
論
さ
れ
市
長

選
の
争
点
に
も
な
り
ま
し
た
が
、

思
い
返
せ
ば
や
は
り
困
難
な
道

の
り
で
、
一
部
議
員
よ
り
ま
さ

か
の
異
議
も
上
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
の
都
だ
ざ
い

ふ
の
梅
記
念
献
立
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
見
る
と
、
今
ま
で
の
苦
労

も
一
気
に
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

終
始
ご
賛
同
頂
き
ま
し
た
心

あ
る
多
数
の
議
員
や
職
員
諸
氏
、

関
係
事
業
者
の
皆
様
、
学
校
現

場
や
市
民
皆
様
の
ご
協
力
に
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
歳
の
つ
ど
い
参
加
者
や

各
分
野
で
活
躍
す
る
次
代
を
担

う
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
若
者

た
ち
の
笑
顔
に
い
つ
も
元
気
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
幸
あ
れ
。

　

※掲載記事は編集作業の都合上1月17日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。

意
見
交
換
会
報
告
／
編
集
後
記

46第 178 号令和 6 年 2 月 1 日

意見交換会報告

市民と議会の意見交換会を開催しました
日時：令和5年11月19日（日）10時～12時　　場所：いきいき情報センター2階

全体説明会の後、常任委員会ごとに分科会を２回開催し、出席者からは活発なご意見をいただきました。

全体説明会では、意見交換会のあり方について、もっと工夫してほしいとのご意見や他市の開催方法とも比較研究

してほしいなどのご要望がありました。

◇
編
集
後
記
◇

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
。
イ
エ

ス
が
生
ま
れ
た
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
代

え
て
瓦
礫
を
積
ん
で
い
る
と
い
う
。
ガ
ザ
の
今
に
心
を
留
め

て
の
こ
と
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
続
き
ガ
ザ
で
戦
争
が
起
き
た
。
そ
の
惨
状

は
市
民
か
ら
直
接
国
際
社
会
に
伝
え
ら
れ
て
く
る
。
そ
う

し
た
情
報
伝
達
技
術
の
変
化
で
、
個
人
を
国
際
法
が
(
国

家
を
介
さ
ず
に
)
直
接
に
守
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
講
義
を
西
南
学
院
大
学
で
聴
い
た
。
そ
の
通

り
だ
。

他
方
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
選
択
の
影
響
の
大
き
さ
も
痛
感

す
る
。
戦
争
が
起
き
て
い
る
の
は
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
け

で
は
な
い
。
人
の
苦
し
み
に
地
域
差
は
な
い
の
に
。

議
会
だ
よ
り
も
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
だ
。
広
報
特
別
委
員
会

も
、
伝
え
る
技
術
や
技
法
は
、
他
自
治
体
に
学
び
、
研
修
に

参
加
し
、
向
上
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

で
も
、
何
を
伝
え
よ
う
か
、
伝
え
ら
れ
よ
う
か
。

な
ぞ
ら
え
て
言
え
ば
、
ハ
マ
ス
か
イ
ス
ラ
エ
ル
か
の
選
択
を

伝
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
。
議
会
で
起
き
て
い
る
事
実
を
伝

え
、
判
断
を
広
く
市
民
に
社
会
に
世
界
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
だ

ろ
う
。

瓦
礫
の
中
か
ら
で
も
現
状
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
の
先
に

希
望
は
あ
る
。
私
た
ち
も
戦
火
で
苦
し
む
人
と
民
主
主
義

の
根
っ
こ
を
そ
こ
で
共
有
し
て
い
る
。

(毅
)

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会委 

員 

長
　
原
　
田
　
久
美
子

副
委
員
長
　
笠
　
利
　
　
　
毅

委
　
　
員
　
堺
　
　
　
　
　
剛

委
　
　
員
　
木
　
村
　
彰
　
人

委
　
　
員
　
今
　
泉
　
義
　
文

委
　
　
員
　
馬
　
場
　
礼
　
子

委
　
　
員
　
タ
コ
ス
キ
ッ
ド 

太宰府市議会事務局　〒 818-0198　福岡県太宰府市観世音寺一丁目 1 番 1 号　☎ 092（921）2121（代表）
ホームページアドレス   https://www.city.dazaifu.lg.jp/

参加いただきました市民の皆様の声を真摯
に受け止め、議会として意見交換会代表者会
を通じて協議研鑽していきます。

分科会で出た主な意見
● 総務文教常任委員会では
・ 議会としても行財政改革（職員数や再任用配置、人事評価など）の推進について提案をしてほしい。

・ いきいき情報センターの自習できる場所の拡大を要望（現役高校生からの声）。

・ 今の公民館は集会場に過ぎない。自治会は任意団体ではなく法的根拠を示してほしい。

・ 選挙は、デジタル社会に対応して投票率UＰを図るべき。

・・・など主に市政運営や自治会機能等のご意見がありました。

● 環境厚生常任委員会では
・ 自治会に加入していない対象者に敬老会事業費を届けていない所がある。

・ 子どもの居場所づくりの支援をしてもらいたい。

・ 不燃物ゴミの分別が難しいので市から指導してほしい。

・・・など主に地域や生活福祉の観点からのご意見がありました。

● 建設経済常任委員会では
・ 多くの意見を聞く場の設定が必要。

・ 常任委員会ごとでなく3常任委員会委員が混ざった形で分科会を作るべき。

・ 野良猫対策はどうなっているのか。

・ 「住みたいまち」ではなく「住み続けたいまち」を作るべき。

・・・など主に地域問題や意見交換会のあり方についてのご意見がありました。

詳細な報告はホームページに
掲載しています。


